
研修 評価  

研修名 地域包括ケアシステム推進に取り組む看護管理者の役割 

領域 

 

看護管理者を対象とした

研修 

会場 看護研修センター 受講料 会 員:3,080円 

非会員:6,160円 

対象 

 

レベルⅣ・Ⅴ 病院・在宅・施設・訪問 ST等の看護師長職以上の看護管理者、保健師、

助産師、看護師 

募集数(60人)応募数(26人)参加数(21人)会員数(21人)非会員数(0人) 

日時 令和 5年 8月 7日（月）  10:00～ 16:00 

ねらい(目標) 地域包括ケアシステムにおける看護師が果たすべき役割と課題がわかる 

講師 平澤 則子   

 

内容・方法 

講義 

・地域包括システムの概要 

・看護と地域包括ケアシステム 

・地域医療連携とは 

・地域医療連携センターの役割と連携 

・看護師が果たすべき役割と課題 

演習（GW） 

・看護管理者（病院の）が地域に向けて取り組む課題  

 

結果・評価 

（受講者の意

見感想含む） 

〇評価方法：アンケート回収率 81％ 

〇自己課題の達成度：達成できた・ほぼ達成できたが 76.5％ 

○受講者の満足度：満足できた・ほぼ満足できたが 100％  

・各病院の取り組み状況が伺えて参考になった。自施設の状況把握をし、自分の立場

でできることの参考にしたいと思う。 

・地域包括ケアシステムの中で看護師の役割について考えることができた。 

・管理者として課題に対して、スタッフを交え解決できるとことから始めたい。 

企画の評価 

〇目標・内容 

・目標と内容の整合性については、94.1％が「整合性がある」と回答していた。 

○プログラムの妥当性 

・参加者の職位は看護師長が一番多く、20年以上の経験年数が半数を超えており、

職場で活かしてもらう内容として妥当であった。 

〇事前準備・当日の運営など 

・円滑にグループワークが実施できた。感染対策として換気の実施、また講義の際に

は受講者の間隔を十分に取った。 

・研修案内に HPのオンライン研修受講ガイドを参照するよう周知が必要。 

課題 

 

〇看護師長以上の職位の参加者が多くそれぞれの課題を発見することにつながった。

地域で実践する職員が参加することでさらに効果的なものになることが期待される。 

担当者 教育委員 

 


